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ＪＲ東海労新幹線地本

今年３月３１日から交番検査の周期延伸に基づく新検査体制がはじまり１ヶ月

半が経過しましたが、現場では多くの問題点が明らかになりました。１編成１４０分

作業ではＪＲも関係会社のＳＥＫ作業も時間的に余裕がなく、安全の確保や労災防止

のために改善が必要です。

新幹線地本は安全と健康を守り、働きやすい明るい職場とするために問題点の解決

に向けて、５月１６日に幹鉄事に対して申し入れを行いました。

主な要求項目

・運転台担当と、グループリーダーの一時的欠員状態の解消を！

・交番検査施工時は隣の電車は無加圧状態にすること！

・7番線山側の放送装置を海側へ移設すること！

・運用調整日（白日）はＡ交もしくはＰ交とＥ交を施工すること。

・作業服が収納出来るように縦型ロッカーを再度配置すること。

・車軸探傷作業は探傷機の稼働台数と要員を増やすこと！

・夜間の車軸探傷作業編成の運用は余裕を持たせたものとすること！
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「交番検査周期延伸・交検新体制」の問題点に関する申し入れ

   ２０１６年３月ダイヤ改正以降、３月３１日より「交番検査周期延伸・交検新体制」がスタートして一ヶ月半が経った。一本１４０分の作業は、時間に追われて
作業工程に余裕がないことや、特修など担務の一部に欠員状態を発生させることが常態化するなど問題が確認されている。また、作業環境も見直すべき点がある。
よって、以下の通り申し入れるので、早急に協議の場を設定し、誠意ある回答をすること。

記
Ⅰ．交番検査に関する事項について
１．一本１４０分作業での交番検査は、直営も協力会社のＳＥＫ作業も含め、時間的に余裕がなく、安全の確保や労災防止

の観点から問題があると認識する。特に、運転台作業は１４０分内で収まらず、休憩時間の変更が常態化している。また、
その穴埋めのためにＰ交では特修班から運転台担当に代行させているため、特修班は一時的に          
よって、この解消のために特修班を 4 名増員すること。

安全と健康を守り、働きやすい明るい職場をつくろう！！


